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小山４丁目町会には現在２,６７２名の方が住んでいます。町会長は

就任１年目の中村勝彦氏です。町会内には火防稲荷や矢の川辨戝天があ
ひ ぶ せ べ ん ざ い て ん

り、地元住民に崇敬されています。４丁目児童公園は子どもたちに人気

の遊び場です。目黒線の地上スペースには緑道公園が整備され、交番や

駐車場が新設されました。ことしは、この緑道公園を利用して「こやよ

んまつり」のイベントを開催する予定です。また、町内にはパルム２や

新栄商店街があり、買い物のお客で賑わっています。

町会の年間事業としては、まず、春と秋の交通安全週間にはテントを

張って通行監視をします。町会員お楽しみのバス旅行や夏季の防犯パト

ロール、ラジオ体操、すいか割り大会も恒例行事です。

９月の三谷八幡神社の祭礼には、子どもたちを中心としたお囃子「小
は や し

山粋鼓囃子」が文化部の指導のもと連合渡御に参加し、神輿会の鳳友會
と ぎ ょ ほ う ゆ う か い

は大神輿を繰り出します。鳳友會は冬場の夜警を務めるほか餅つき大会

などでは先頭にたって絆を

深めています。また、敬老

会の高砂会は輪投げ競技を

得意としています。

このほか、町会では防災

用品として特大のお釜「ま

かないくん」を常備してお

り、さまざまな行事の折に

は大いに役立っています。

(副会長 東 牧夫)
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コブシと聞けば、「白樺 青空 南風 こぶし咲

く～♪」と歌われる「北国の春」を思い出される方

も多いのではないでしょうか？

早春の花であるコブシの大きな木が、荏原３丁目

の住宅街にあります。３～４月頃、蕾がほどけると
つぼみ

黄緑の葉一枚、やがて真っ白な花が葉の上に大きく

咲き出します。そして、枝先いっぱいに咲く様はと

ても見事なものです。

コブシの名は、蕾の形がにぎり拳に似ているとい
こぶし

うことから名付けられたといいます。また、ごつご

つとした果実を拳と見

たという説もあります。

コブシの材は建材に、

蕾は鎮静・鎮痛剤、花
ちんせい

は香水の原料になると

も言われています。

今年は、今月上旬に

あった嵐で、だいぶ花

が散ってしまいました

が、来年はぜひお見逃

しなくご覧下さい。

(広報委員 河原マサ江)

町 会 紹 介

花 め ぐ り

「まちかど」は、地域の情報を通じて住民相互の理解と交流、発展を目的

として作成しております。俳句・短歌・町で見つけたあんな話、こんな話、

ちょっといい話はもちろん、ご自身で考えた作品、ご意見など大歓迎です！
皆さんの投稿をお待ちしております。

ご不明な点がございましたら、お気軽に上記の事務局までお問い合わせ下

さい。

記事を募集しています♪

小山4丁目町会

各ご家庭に配布しております。１部ずつお取り下さい。
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滞
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台
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台
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異
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す
か
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催
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４
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と
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。

ま
た
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る
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、
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が
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前
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Ａ
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さ
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加
さ
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、
文
教
大
学
付

属
の
学
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に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
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の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
騎
馬
隊
が

登
場
。
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
な

が
ら
行
進
し
て
い
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し
た
。

今
年
は
、
厳
し
い
寒
さ
が
長
引

い
て
、
春
の
訪
れ
が
遅
か
っ
た
為
、

花
は
二
分
咲
き
程
度
で
し
た
が
、

当
日
は
晴
れ
わ
た
り
、
お
花
見
日

和
の
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

(
事
務
局)

荏
原
南
公
園
で
恒
例
の
桜
ま
つ
り
が
開
催
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